振動別紙　記入例

別　紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（騒音）　（振動）
	種類ごとの数・構造
	特定施設の項番
	１－ロ
	２
	

	
	特定施設の名称
	（１）機械プレス
	（２）圧縮機
	

	
	特定施設の型式
	○○
	○１２３
	

	
	特定施設の数
	２
	１
	

	
	特定施設の規模
（KW.重量t.m.Kg）
	294ｋN
	7.5ｋN
	

	使　用　の　方　法
	工事着手予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日
	

	
	工事完了予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日
	

	
	使用開始予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日
	

	
	事業場（工場）の操業時間
	8：30～17：15
	8：30～17：15
	

	
	１日の使用時間（時間）
	7：45
	7：45
	

	
	１回の使用時間（時間）
	
	
	

	
	１日の使用回数（回）
	
	
	

	
	季節変動
	なし
	なし
	

	の防止の方法
騒音または振動
	騒音または振動の
防止の方法の概要
	直接支持基礎
（コンクリート）
	直接支持基礎
（コンクリート）
防振ゴム設置
	

	参考事項
	の防止施設
騒音または振動
	設計施工者
	株式会社□□□□建設
	工場全体の
敷地面積
　　○○○○㎡

	
	
	工事予定費用
	○○○○万円
	

	
	
	資金内訳
	自己資金　　　　　　　　　○○○万円
銀行借入　　　　　　　　　○○○万円
	

	
	
	工事着手予定年月日
	工事完了予定年月日
平成○○年○○月○○日
	使用開始予定年月日
平成○○年○○月○○日
	

	添付書類
	１．特定施設の配置図、工場事業場の建物の配置を明示するとともに、特定施設の位置を朱書きすること
２．工場、事業場の付近の見取図　周辺２００ｍの付近図とし、付近の状況を明示するもの。（縮尺又は距離を記載したもの）
３．騒音の発生及び振動の発生に係る操業の系統を説明する資料。



施設ごとに通し番号（工場内で使用している管理番号等でも可）を付し、施設の管理状況が分かりやすく整理されていることが望ましい。








